
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】熱効率が高く消費電力の低減と、電源投入から

定着動作開始までの立ち上がりの高速化。

【解決手段】プリントデータの着信、ＦＡＸ等の機能を

備えた電子写真装置の定着装置で、被加熱部材１と、前

記被加熱部材１に近接して配置され、前記被加熱部材１

を誘導加熱する励磁コイル２と、前記励磁コイル２への

電流の供給を制御する誘導加熱制御回路７と、前記装置

本体の動作を制御する本体制御回路１４とを備えている

。ここで前記誘導加熱制御回路７が、前記本体制御回路

１４と独立して中央処理装置９を有する。これにより前

記本体制御回路１４は、直接励磁コイル２への電流の供

給の制御を行わなくとも、前記中央処理装置に加熱オン

／オフ信号を与えることで、前記励磁コイル２の制御が

可能である。このため、本体制御回路１４を含む電子写

真装置の本体側のハードウェアを変更することなく、電

磁誘導加熱手段の替わりにランプ加熱手段を用いること

もできる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 加 熱 部 材 と 、
　 前 記 被 加 熱 部 材 に 近 接 し て 配 置 さ れ 、 電 流 を 供 給 さ れ て 前 記 被 加 熱 部 材 を 誘 導 加 熱 す る
励 磁 コ イ ル と 、
　 前 記 励 磁 コ イ ル へ の 電 流 の 供 給 を オ ン ／ オ フ 制 御 す る 制 御 素 子 と 、
　 前 記 制 御 素 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 励 磁 コ イ ル へ の 電 流 の 供 給 を 制 御 す る た め の 制 御 回 路 と
、
　 こ の 制 御 回 路 の 動 作 を 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ と 、
　 前 記 被 加 熱 部 材 の 周 囲 温 度 を 検 知 す る サ ー ミ ス タ と 、
　 前 記 サ ー ミ ス タ の 出 力 を 検 知 す る と 共 に 、 画 像 形 成 装 置 全 体 の 動 作 を 制 御 す る 本 体 制 御
回 路 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 本 体 制 御 回 路 は 、 前 記 サ ー ミ ス タ か ら の 出 力 に 基 づ い て 、 複 数 の 電 源 出 力 の な か か
ら い ず れ か 一 つ を 選 択 し 、 電 力 制 御 信 号 を 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形
成 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 励 磁 コ イ ル 、 あ る い は 回 路 動 作 の 異 常 を 前 記 制 御 回 路 が 検 知 し た 場 合 、 異 常 検 知 信
号 を 前 記 本 体 制 御 回 路 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 励 磁 コ イ ル に 電 流 を 供 給 す る た め の 電 源 と 、
　 前 記 電 源 と 前 記 制 御 素 子 と の 間 に 接 続 さ れ 、 且 つ 前 記 被 加 熱 部 材 近 傍 に 配 置 さ れ た サ ー
モ ス タ ッ ト と を さ ら に 備 え 、
　 前 記 サ ー モ ス タ ッ ト に よ り 前 記 電 源 と 前 記 制 御 素 子 と の 間 が 開 閉 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 加 熱 源 と し て 誘 導 加 熱 手 段 を 用 い た 画 像 形 成 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 画 像 形 成 装 置 で は 、 加 熱 源 と し て ハ ロ ゲ ン ラ ン プ 等 を 用 い て い る 。 こ の ラ ン プ を 、 ヒ ー
ト ロ ー ラ の 内 側 に 配 置 し て ヒ ー ト ロ ー ラ を 加 熱 す る 。 そ し て 、 被 定 着 材 を ヒ ー ト ロ ー ラ に
加 圧 し た 状 態 で 接 触 さ せ る た め に 、 プ レ ス ロ ー ラ を ヒ ー ト ロ ー ラ に 押 し 当 て て 回 転 さ せ 、
二 つ の ロ ー ラ の 間 に 紙 を 通 過 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ に 、 こ の よ う な 画 像 形 成 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 。 薄 肉 の 金 属 製 の ヒ ー ト ロ ー ラ １ ０
１ の 内 側 に 、 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ １ ０ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 ヒ ー ト ロ ー ラ １ ０ １ に 被 定 着 材 を
十 分 に 加 圧 、 接 触 さ せ る た め に 、 プ レ ス ロ ー ラ １ ０ ３ は そ の 表 面 に 弾 性 部 材 が 配 さ れ て い
る 。 そ し て 、 ヒ ー ト ロ ー ラ １ ０ １ と プ レ ス ロ ー ラ １ ０ ３ と は 、 図 示 さ れ て い な い 加 圧 機 構
に よ っ て 所 定 の 圧 力 を 印 加 さ れ た 状 態 で 支 持 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 示 さ れ て い な い 駆 動
源 に よ っ て 、 被 定 着 材 の 搬 送 速 度 と 同 一 と な る よ う に 、 ヒ ー ト ロ ー ラ １ ０ １ 及 び プ レ ス ロ
ー ラ １ ０ ３ が そ れ ぞ れ 矢 印 の 方 向 に 回 転 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ １ ０ ２ を 用 い た 装 置 で は 、 熱 効 率 が 低 く 消 費 電 力 を 低 減 さ せ
る こ と が 困 難 で あ っ た 。 ま た 、 電 源 を 投 入 し て か ら 定 着 動 作 に 必 要 な 温 度 ま で ヒ ー ト ロ ー
ラ １ ０ １ が 上 昇 す る ま で に 要 す る ウ ォ ー ム ア ッ プ タ イ ム が 長 い と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 従 っ て 、 本 発 明 は 熱 効 率 が 高 く 消 費 電 力 の 低 減 が 可 能 で あ る と 共 に 、 電 源 投 入 か ら 定 着
動 作 開 始 ま で の 立 ち 上 が り が 速 い 画 像 形 成 装 置 を 、 簡 易 な 手 法 に よ り 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 画 像 形 成 装 置 は 、
　 被 加 熱 部 材 と 、
　 前 記 被 加 熱 部 材 に 近 接 し て 配 置 さ れ 、 電 流 を 供 給 さ れ て 前 記 被 加 熱 部 材 を 誘 導 加 熱 す る
励 磁 コ イ ル と 、
　 前 記 励 磁 コ イ ル へ の 電 流 の 供 給 を オ ン ／ オ フ 制 御 す る 制 御 素 子 と 、
　 前 記 制 御 素 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 励 磁 コ イ ル へ の 電 流 の 供 給 を 制 御 す る た め の 制 御 回 路 と
、
　 こ の 制 御 回 路 の 動 作 を 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ と 、
　 前 記 被 加 熱 部 材 の 周 囲 温 度 を 検 知 す る サ ー ミ ス タ と 、
　 前 記 サ ー ミ ス タ の 出 力 を 検 知 す る と 共 に 、 画 像 形 成 装 置 全 体 の 動 作 を 制 御 す る 本 体 制 御
回 路 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 本 体 制 御 回 路 は 、 前 記 サ ー ミ ス タ か ら の 出 力 に 基 づ い て 、 複 数 の 電 源 出 力 の な か か
ら い ず れ か 一 つ を 選 択 し 、 電 力 制 御 信 号 を 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 前 記 励 磁 コ イ ル 、 あ る い は 回 路 の 動 作 の 異 常 を 前 記 制 御 回 路 が 検 知 し た 場 合 、
異 常 検 知 信 号 を 前 記 本 体 制 御 回 路 に 出 力 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 励 磁 コ イ ル に 電 流 を 供 給 す る た め の 電 源 と 、 前 記 電 源 と 前 記 制 御 素 子 と の 間 に 接 続
さ れ 、 且 つ 前 記 被 加 熱 部 材 近 傍 に 配 置 さ れ た サ ー モ ス タ ッ ト と を さ ら に 備 え 、 前 記 サ ー モ
ス タ ッ ト に よ り 前 記 電 源 と 前 記 制 御 素 子 と の 間 が 開 閉 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 画 像 形 成 装 置 に よ れ ば 、 誘 導 加 熱 制 御 回 路 が 本 体 制 御 回
路 と 独 立 し て 中 央 処 理 装 置 を 有 す る こ と に よ り 、 本 体 制 御 回 路 に よ る 前 記 画 像 形 成 装 置 全
体 の 動 作 の 制 御 と は 独 立 し て 励 磁 コ イ ル へ の 電 流 の 供 給 の 制 御 が 可 能 で あ る た め 、 本 体 制
御 回 路 を 含 む 電 子 写 真 装 置 の 本 体 側 の ハ ー ド ウ ェ ア を 変 更 す る こ と な く 、 電 磁 誘 導 加 熱 手
段 の 替 わ り に ラ ン プ 加 熱 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 被 加 熱 部 材 を 加 熱 す る 手 段 と し て 、 誘 導 加 熱 （ Induction Heating）
手 段 を 用 い る 。 さ ら に 、 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ 等 の ラ ン プ に よ る 加 熱 手 段 と 誘 導 加 熱 手 段 の い ず
れ か 一 方 を 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 変 更 を 伴 う こ と な く 選 択 す る こ と が 可 能 な 構 成 を 備 え て い る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ る 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 励 磁 コ イ ル ２ へ の 高 周 波 電 流 の 供 給 を 制 御
す る 制 御 回 路 の 構 成 を 、 図 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 電 源 ２ ９ に Ｓ Ｓ Ｒ （ Solid State Relay） ２ ７ が 接 続 さ れ 、 Ｓ Ｓ Ｒ ２ ７ は 、 サ ー モ ス タ
ッ ト ２ ６ 、 整 流 回 路 ２ ８ を 介 し て イ ン バ ー タ 駆 動 回 路 ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 イ ン バ ー タ 駆 動 回 路 ３ は 励 磁 回 路 に 相 当 し 、 整 流 回 路 ２ ８ か ら 電 源 を 供 給 さ れ て 、 励 磁
コ イ ル ２ へ の 高 周 波 電 流 の 供 給 を オ ン ／ オ フ 制 御 す る Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ （ Insulated Gate Bi-Pola
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r Transistor） ４ と 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ４ の オ ン ／ オ フ 動 作 を 制 御 す る ド ラ イ ブ Ｉ Ｃ ５ と を 有 す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の イ ン バ ー タ 駆 動 回 路 ３ は 、 イ ン バ ー タ 制 御 回 路 ７ に 接 続 さ れ て お り 、 そ の 駆 動 動 作
を 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 励 磁 コ イ ル ２ に は 電 流 検 知 回 路 １ ３ が 接 続 さ れ て お り 、 励 磁 コ イ ル ２ に 流 れ る 高
周 波 電 流 が 測 定 さ れ る 。 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ４ の 近 傍 に は サ ー ミ ス タ ６ が 配 置 さ れ て 周 囲 温 度 が 検 知
さ れ る 。 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ４ に は 、 フ ァ ン １ ２ か ら 必 要 に 応 じ て 送 風 さ れ て 加 熱 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 サ ー ミ ス タ ２ ４ が 被 加 熱 部 材 １ の 端 部 近 傍 に 配 置 さ れ 、 サ ー ミ ス タ ２ ５ が そ の 中 央 近 傍
に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 イ ン バ ー タ 制 御 回 路 ７ 、 電 流 検 知 回 路 １ ３ 、 フ ァ ン １ ２ 、 及 び サ ー ミ ス タ ６ は Ｉ Ｈ 制 御
回 路 ８ に 接 続 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 動 作 が 制 御 さ れ る 。 Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ce
ntral Processing Unit） ９ 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ Read Only Memory） １ ０ 、 Ｒ Ａ Ｍ （ Random access
 Memory） １ １ を 有 し て い る 。 Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ に は 誘 導 加 熱 制 御 に 必 要 な プ ロ グ ラ ム が 予 め 格
納 さ れ て お り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ９ は こ の プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 制 御 動 作 を 行 う 。 Ｒ Ａ Ｍ １ １ に は 制 御
処 理 に 必 要 な デ ー タ が 随 時 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ 、 サ ー ミ ス タ ２ ４ 及 び ２ ５ 、 Ｓ Ｓ Ｒ ２ ７ は 、 電 子 写 真 装 置 全 体 を 制 御 す
る 本 体 制 御 回 路 １ ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 体 制 御 回 路 １ ４ は 、 各 種 オ プ シ ョ ン と し て の 機 器 を 接 続 す る た め の イ ン タ フ ェ ー ス で
あ る 各 種 オ プ シ ョ ン 接 続 回 路 １ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 電 子 写 真 装 置 が 置 か れ て い る
環 境 温 度 を 検 知 す る た め の ド ラ ム サ ー ミ ス タ ２ ３ も 本 体 制 御 回 路 １ ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 種 オ プ シ ョ ン 機 器 と し て は 、 プ リ ン タ １ ６ 、 Ｆ Ａ Ｘ １ ７ 、 自 動 的 に 原 稿 を 送 る Ｒ Ａ Ｄ
Ｆ （ Reduction Auto Document Feeder） １ ８ 、 丁 合 を 行 う Ｆ Ｉ Ｎ （ Finisher） １ ９ 、 給 紙
用 の 台 車 で あ る Ｐ Ｆ Ｐ （ Paper Feeding Pedestal） ２ ０ 、 大 容 量 給 紙 台 車 で あ る Ｌ Ｃ Ｆ （
Large Capacitor Feeder） ２ １ 、 さ ら に ス キ ャ ナ 、 Ｆ Ａ Ｘ 、 プ リ ン タ 等 の 単 体 と し て 電 子
写 真 装 置 を 用 い る た め の ネ ッ ト ワ ー ク オ プ シ ョ ン ２ ２ 等 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 体 制 御 回 路 １ ４ か ら 誘 導 加 熱 の 開 始 を 指 示 す る 加 熱 オ ン 信 号 が Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ に 与 え
ら れ る 。 Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ は 、 イ ン バ ー タ 駆 動 回 路 ７ の 動 作 を 制 御 し 、 こ れ に よ り Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ
４ か ら 励 磁 コ イ ル ２ に 高 周 波 電 流 が 供 給 さ れ る 。 こ の と き に 必 要 な 電 源 出 力 は 、 例 え ば ７
０ ０ Ｗ 、 ８ ０ ０ Ｗ 、 ８ ５ ０ Ｗ 、 ９ ０ ０ Ｗ 、 １ ０ ０ ０ Ｗ 、 １ １ ０ ０ Ｗ 、 １ ２ ０ ０ Ｗ 、 １ ３ ０
０ Ｗ の う ち い ず れ か 一 つ を 、 後 述 す る よ う に 被 加 熱 部 材 １ の 温 度 に 応 じ て 本 体 制 御 装 置 １
４ が 選 択 し 、 電 力 制 御 信 号 を Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 電 子 写 真 装 置 全 体 の 制 御 を 行 う 本 体 制 御 回 路 １ ４ と は 独 立 し て 、 誘 導
加 熱 を 制 御 す る Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ が 内 部 に Ｃ Ｐ Ｕ ９ を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 本 体 制 御 回
路 １ ４ は 、 Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ に 対 し て 加 熱 オ ン ／ オ フ 等 の 指 令 を 与 え れ ば よ い 。 Ｉ Ｈ 制 御 回
路 ８ は 、 こ の 指 令 を 与 え ら た 後 は 、 本 体 制 御 回 路 １ ４ か ら は 自 立 し て 誘 導 加 熱 手 段 の 制 御
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ に 、 本 体 制 御 回 路 １ ４ と Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ と の 間 で 送 受 信 さ れ る 各 種 信 号 を 示 す 。 電
力 制 御 信 号 は 、 電 力 を ７ ０ ０ Ｗ ～ １ ３ ０ ０ Ｗ の う ち か ら 選 択 す る た め の 信 号 で あ り 、 本 体
制 御 回 路 １ ４ か ら Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ に 与 え ら れ る 。 加 熱 オ ン ／ オ フ 信 号 は 、 誘 導 加 熱 手 段 の
加 熱 動 作 の オ ン ／ オ フ を 指 示 す る 信 号 で あ り 、 本 体 制 御 回 路 １ ４ か ら Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ に 与
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え ら れ る 。 異 常 検 知 信 号 は 、 コ イ ル 異 常 、 サ ー ミ ス タ 異 常 、 回 路 動 作 の 異 常 を 検 知 し た 場
合 の 信 号 で あ っ て 、 Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ か ら 本 体 制 御 回 路 １ ４ に 出 力 さ れ る 。 ま た 、 ス リ ー プ
信 号 は 、 後 述 す る よ う に 、 電 子 写 真 装 置 が 所 定 時 間 動 作 し な い 場 合 に ス リ ー プ 状 態 に 入 っ
た こ と を 示 す 信 号 で あ っ て 、 本 体 制 御 回 路 １ ４ か ら Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ に 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 と す る こ と で 、 ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 変 更 す る こ と な く 、 誘 導 加 熱 手 段 の
替 わ り に ラ ン プ 加 熱 手 段 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 の 構 成 を 、 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 源 ２ ９ に Ｓ Ｓ Ｒ ２ ７ が 接 続 さ れ 、 Ｓ Ｓ Ｒ ２ ７ は サ ー モ ス タ ッ ト ２ ６ を 介 し て ハ ロ ゲ ン
ラ ン プ １ ０ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ １ ０ ２ に よ っ て 被 加 熱 部 材 １ が 加 熱 さ れ る 。 被 加 熱 部 材 １ の 端 部 及 び 中
央 部 の 温 度 は 、 二 つ の サ ー ミ ス タ ２ ４ 、 ２ ５ に よ っ て そ れ ぞ れ 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 Ｓ Ｓ Ｒ ２ ７ の 制 御 端 子 は 、 本 体 制 御 回 路 ４ １ の 出 力 端 子 に 接 続 さ れ て お り 、 本 体
制 御 回 路 ４ １ の 制 御 に 基 づ い て ハ ロ ゲ ン ラ ン プ １ ０ ２ へ の 給 電 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ １ ０ ２ を 用 い た 場 合 は 、 上 述 し た よ う に 熱 効 率 が 低 く 消 費 電 力 が 大 き い
。 ま た 、 電 源 を 投 入 し て か ら 定 着 動 作 に 必 要 な 温 度 ま で ヒ ー ト ロ ー ラ １ ０ １ の 温 度 が 上 昇
す る の に 時 間 が か か る 。 し か し 一 方 で 、 装 置 全 体 の 価 格 は 誘 導 加 熱 手 段 を 用 い た 場 合 よ り
も ラ ン プ 加 熱 手 段 を 用 い た 装 置 の 方 が 、 低 く 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ こ で 、 ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 に 変 更 を 伴 う こ と な く 、 ユ ー ザ が い ず れ か 一 方 を 自 由 に 選 択
で き る よ う に す る こ と に 意 義 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 と こ ろ で 、 被 加 熱 部 材 １ の 温 度 と は 無 関 係 に 、 誘 導 加 熱 手 段 又 は ラ ン プ 加 熱 手 段 に 対 し
て 一 定 の 電 力 を 供 給 す る と 、 オ ー バ シ ュ ー ト 時 の 温 度 が 許 容 範 囲 を 超 え て 過 熱 す る と い う
問 題 が あ る 。 特 に 、 近 年 で は 、 電 源 投 入 時 か ら 定 着 可 能 な 状 態 に な る ま で の ウ ォ ー ム ア ッ
プ 時 間 を 短 縮 す る た め に 、 被 加 熱 部 材 １ の 薄 肉 化 や 小 径 化 を 図 っ て い る 。 こ の よ う な 状 態
で 、 電 源 投 入 時 に お い て 被 加 熱 部 材 １ が あ る 程 度 加 熱 さ れ て 温 度 が 摂 氏 ０ 度 よ り も 高 い よ
う な 場 合 に は 、 一 定 電 力 を 加 熱 手 段 に 供 給 す る と オ ー バ シ ュ ー ト が 過 大 に な り や す い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ の 実 線 Ｌ １ に 示 さ れ た よ う に 、 電 源 投 入 時 に お け る 被 加 熱 部 材 １ の 温 度 が 摂 氏 ０ 度
で あ る 場 合 は 、 オ ー バ シ ュ ー ト 時 の 温 度 ｔ ２ は 定 常 時 の 温 度 ｔ １ に 対 し て 許 容 範 囲 内 に あ
る 。 と こ ろ が 、 電 源 投 入 時 に お い て 、 被 加 熱 部 材 が あ る 程 度 の 温 度 ｔ ０ を 有 す る 場 合 は 、
実 線 Ｌ １ と 同 じ 勾 配 を 有 す る 点 線 Ｌ ２ の よ う に 温 度 が 上 昇 し 、 許 容 範 囲 を 超 え た 温 度 ｔ ３
ま で オ ー バ シ ュ ー ト す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ こ で 本 実 施 の 形 態 で は 、 被 加 熱 部 材 １ の 近 傍 に サ ー ミ ス タ ２ ４ 、 ２ ５ を 配 置 し て 被 加
熱 部 材 １ の 温 度 を 検 知 し 、 こ の 温 度 に 応 じ て ７ ０ ０ Ｗ ～ １ ３ ０ ０ Ｗ の な か か ら 最 適 な 電 力
を 選 択 す る 。 具 体 的 に は 、 サ ー ミ ス タ ２ ４ 、 ２ ５ の 出 力 を 与 え ら れ た 本 体 制 御 回 路 １ ４ が
、 検 知 さ れ た 温 度 に 基 づ い て い ず れ か の 電 力 を 選 択 し 、 電 力 制 御 信 号 を Ｉ Ｈ 制 御 回 路 ８ に
出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ に 、 被 加 熱 部 材 １ の 温 度 と 電 力 と の 関 係 を 示 す 。 こ の グ ラ フ に 従 っ て 、 被 加 熱 部 材
１ の 温 度 に 応 じ て 、 い ず れ の 電 力 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 場 合 の 処 理 の 手 順 を 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ と し て 、 電
源 投 入 時 に お け る 被 加 熱 部 材 １ の 温 度 を 検 知 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 被 加 熱 部
材 １ が 摂 氏 ０ ～ ３ ０ 度 の 範 囲 内 に あ る か 否 か を 判 断 し 、 あ る 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ と し
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て １ ３ ０ ０ Ｗ の 電 力 を 選 択 す る 。 同 様 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 摂 氏 ３ ０ ～ ７ ５ 度 の
範 囲 内 に あ る か 否 か を 判 断 し 、 あ る 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ と し て １ ２ ０ ０ Ｗ を 選 択 し 、
ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ に お い て 摂 氏 ７ ５ ～ １ １ ０ 度 の 範 囲 内 に あ る か 否 か を 判 断 し 、 あ る 場 合
は ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ と し て １ １ ０ ０ Ｗ を 選 択 す る 。 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ に お い て 摂
氏 １ １ ０ ～ １ ５ ０ 度 の 範 囲 内 に あ る か 否 か を 判 断 し 、 あ る 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ と し て
１ ０ ０ ０ Ｗ を 選 択 し 、 １ ５ ０ 度 以 上 の 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ １ １ ８ と し て ９ ０ ０ Ｗ を 選 択 す る
。 い ず れ か の 電 力 を 選 択 し て 投 入 し て か ら 、 所 定 時 間 が 経 過 し た か 否 か を ス テ ッ プ Ｓ １ ２
０ に お い て 判 断 し 、 経 過 し た 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ２ と し て プ レ ラ ン プ 処 理 と し て ド ラ ム
の 空 回 転 を 行 い 、 温 度 均 一 化 を 図 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う な 、 被 加 熱 部 材 １ の 温 度 に 応 じ た 電 力 の 可 変 制 御 は 、 ラ ン プ 加 熱 手 段 と 誘 導 加
熱 手 段 の い ず れ を 用 い た 場 合 に も 、 被 加 熱 部 材 １ の 過 熱 を 防 止 す る の に 有 効 で あ る 。 特 に
、 誘 導 加 熱 手 段 を 用 い る 場 合 は 、 被 加 熱 部 材 １ の 温 度 が 急 激 に 上 昇 す る た め 、 電 力 の 可 変
制 御 を 行 う こ と は 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 コ イ ル 異 常 や サ ー ミ ス タ 異 常 と い っ た 異 常 検 知 も 、 温 度 検 知 に 基 づ い て 行 わ れ る
。 こ の よ う な 異 常 検 知 処 理 に お い て も 、 上 述 し た よ う に 電 源 投 入 時 の 被 加 熱 部 材 １ の 温 度
を 検 知 し て 電 力 を 選 択 す る こ と に よ り 、 温 度 勾 配 が 緩 や か に な る の で 、 よ り 確 実 に 温 度 を
検 知 し て 異 常 の 検 知 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 と こ ろ で 、 画 像 形 成 装 置 で は 一 般 に 、 所 定 時 間 動 作 し な か っ た 場 合 に 、 ス リ ー プ モ ー ド
に 入 る 。 特 に 、 誘 導 加 熱 手 段 を 用 い た 場 合 は 、 ウ ォ ー ム ア ッ プ 時 間 が 例 え ば ３ ０ 秒 以 内 と
い う よ う に 短 い の で 、 ス リ ー プ モ ー ド に 入 っ て 全 て の 機 構 を オ フ 状 態 に し 、 待 機 す る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 後 、 い ず れ か の 処 理 を 開 始 し た 場 合 、 全 て の 機 構 に イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 行 う と 無 駄 な
電 力 を 消 費 す る こ と と な る 。 そ こ で 、 本 実 施 例 で は 、 開 始 す る 処 理 の 内 容 に 応 じ て 、 必 要
な 機 構 の み イ ニ シ ャ ラ イ ズ を 行 う よ う に し て い る 。 例 え ば 、 ス リ ー プ モ ー ド に お い て 、 Ｆ
Ａ Ｘ 送 信 の キ ー が 押 し 下 げ ら れ た 場 合 は 、 ス キ ャ ナ 及 び Ｄ Ｆ （ Document Feeder） の み を
イ ニ シ ャ ラ イ ズ し 、 他 の 不 要 な 機 構 、 例 え ば 給 紙 、 ド ラ ム プ ロ セ ス 、 定 着 機 構 を 含 む 本 体
側 の エ ン ジ ン は オ フ す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ７ に 示 さ れ た よ う に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ に お い て 、 所 定 時 間 非 動 作 で あ っ た か 否 か が
判 定 さ れ 、 非 動 作 で あ っ た 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ と し て ス リ ー プ モ ー ド に 入 る 。 ス リ ー
プ モ ー ド で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ と し て 、 給 紙 機 構 、 ド ラ ム プ ロ セ ス 、 ス キ ャ ナ 、 Ｄ Ｆ 、
定 着 機 構 の 全 て が オ フ す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ と し て 、 コ ピ ー キ ー が 押 し 下 げ ら れ た 場 合 は 、 全 て の 機 構 の 動 作 が 必
要 で あ る 。 そ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ と し て 全 て の 機 構 を イ ニ シ ャ ラ イ ズ し 、 ス テ ッ プ Ｓ
２ １ ０ と し て コ ピ ー 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ と し て 、 Ｆ Ａ Ｘ 送 信 の キ ー が 押 し 下 げ ら れ た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １
４ と し て Ｆ Ａ Ｘ 送 信 に 必 要 な 機 構 の み 、 即 ち ス キ ャ ナ 、 Ｄ Ｆ の み を イ ニ シ ャ ラ イ ズ す る 。
そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ６ と し て Ｆ Ａ Ｘ 送 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ８ と し て 、 Ｆ Ａ Ｘ 受 信 、 あ る い は プ リ ン ト デ ー タ の 着 信 が あ っ た 場 合 は
、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ０ と し て Ｆ Ａ Ｘ 受 信 及 び プ リ ン ト デ ー タ の 着 信 処 理 に 必 要 な 機 構 、 即 ち
定 着 、 給 紙 、 ド ラ ム プ ロ セ ス を イ ニ シ ャ ラ イ ズ す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ と し て 、 Ｆ Ａ Ｘ 受
信 及 び プ リ ン ト デ ー タ の 着 信 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 こ の よ う に 、 そ れ ぞ れ の 処 理 に 必 要 な 機 構 の み を イ ニ シ ャ ラ イ ズ す る こ と で 、 無 駄 な 電
力 の 消 費 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ４ に 近 接 し て サ ー ミ ス タ ６ が 配 置 さ れ て お り 、 Ｉ Ｇ Ｂ
Ｔ ４ の 温 度 を 検 知 し て い る 。 本 実 施 例 で は 、 こ の Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ４ の 温 度 に 応 じ て 、 必 要 な 場 合
に の み フ ァ ン １ ２ を 回 転 さ せ る こ と で 、 消 費 電 力 を 低 減 し 、 か つ 騒 音 を 低 減 す る 。 ま た 、
Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ４ の 温 度 が 所 定 温 度 よ り 上 昇 し た 場 合 は 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ ４ を オ フ さ せ て 、 誘 導 コ イ ル
２ へ の 電 流 の 供 給 を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 一 例 で あ っ て 、 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。 例 え ば 、 誘 導 加
熱 手 段 を 用 い る 場 合 の 構 成 と し て 図 １ に 示 さ れ た 構 成 、 ラ ン プ 加 熱 手 段 を 用 い る 場 合 の 構
成 と し て 図 ２ に 示 さ れ た 構 成 は 一 例 で あ り 、 必 要 に 応 じ て 様 々 な 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 画 像 形 成 装 置 の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 同 画 像 形 成 装 置 に お け る 本 体 制 御 回 路 と Ｉ Ｈ 制 御 回 路 と の 間 で 送 受 信 さ れ る 各 種
信 号 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ３ 】 同 画 像 形 成 装 置 に お け る 誘 導 加 熱 手 段 を ラ ン プ 加 熱 手 段 に 置 き 換 え た と き の 構 成
を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 電 源 投 入 時 の ヒ ー ト ロ ー ラ 温 度 に よ り 、 加 熱 後 の ヒ ー ト ロ ー ラ 温 度 が 異 な る 様 子
を 示 し た グ ラ フ 。
【 図 ５ 】 同 画 像 形 成 装 置 に お け る 電 源 投 入 時 の ヒ ー ト ロ ー ラ 温 度 と 電 源 出 力 と の 関 係 を 示
す グ ラ フ 。
【 図 ６ 】 電 源 投 入 時 の ヒ ー ト ロ ー ラ 温 度 に 応 じ て 電 源 出 力 を 制 御 す る 手 順 を 示 し た フ ロ ー
チ ャ ー ト 。
【 図 ７ 】 ス リ ー プ モ ー ド 時 に 、 コ ピ ー 処 理 、 Ｆ Ａ Ｘ 送 信 処 理 、 Ｆ Ａ Ｘ 受 信 又 は プ リ ン ト デ
ー タ 着 信 処 理 を 行 う 場 合 の イ ニ シ ャ ラ イ ズ の 対 象 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ８ 】 本 発 明 と 関 連 す る 電 子 写 真 装 置 の 概 略 構 成 を 示 し た 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ 　 被 加 熱 部 材
２ 　 励 磁 コ イ ル
３ 　 イ ン バ ー タ 駆 動 回 路
４ 　 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ
５ 　 ド ラ イ ブ Ｉ Ｃ ５
６ 　 サ ー モ ス タ ッ ト
７ 　 イ ン バ ー タ 制 御 回 路
８ 　 Ｉ Ｈ 制 御 回 路
９ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
１ ０ 　 Ｒ Ｏ Ｍ
１ １ 　 Ｒ Ａ Ｍ
１ ２ 　 フ ァ ン
１ ３ 　 電 流 検 知 回 路
１ ４ 　 本 体 制 御 回 路
１ ５ 　 各 種 オ プ シ ョ ン 接 続 回 路
１ ６ 　 プ リ ン タ
１ ７ 　 Ｆ Ａ Ｘ
１ ８ 　 Ｒ Ａ Ｄ Ｆ
１ ９ 　 Ｆ Ｉ Ｎ
２ ０ 　 Ｐ Ｆ Ｐ
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２ １ 　 Ｌ Ｃ Ｆ
２ ２ 　 ネ ッ ト ワ ー ク オ プ シ ョ ン
２ ４ 、 ２ ５ 　 サ ー ミ ス タ
２ ６ 　 サ ー モ ス タ ッ ト
２ ７ 　 Ｓ Ｓ Ｒ
２ ８ 　 整 流 回 路
２ ９ 　 電 源
４ １ 　 本 体 制 御 回 路
１ ０ ２ 　 ハ ロ ゲ ン ラ ン プ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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